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２ 課題研究のルーブリックによる評価 

  

 ア 生徒にルーブリックを事前提示する目的 

   本校はＳＧＨアソシエイトの時からルーブリックを作成して活用している。本校が

グローバル・リーダーの基礎と考える力の種類とそのレベルを表している。そして本校

はこのルーブリックを生徒に年度当初にあらかじめ事前に提示している。ＳＧＨ課題

研究活動を通して生徒に「どのような力」を「どのくらい伸ばすのか」という到達度目

標を定量的に明示することができるからである。生徒はルーブリックを常に参照しな

がら、自分たちの研究のどこが強みか、課題はどこか等を班ごとに話し合い、吟味しな

がら課題研究を進めた。 

 

 イ ルーブリックの活用法 

  ＜メタ認知の力を育てる＞ 

ルーブリックは、校内で最大３回ある課題研究発表会で代表班を選出する際の審査

用紙にもなるが、①高校教員が記入したもの、②大学教員が記入したもの、③生徒同士

で評価し合ったもの、④自己評価したものをそれぞれ比較、吟味することで、「自分た

ちの研究の強みは何か」、発表会で「高得点を得るためにはどこが弱点でどのように改

善すればよいのか」等の自分たちの研究の状態を振り返らせて、自分たちの研究の強み

と課題を吟味して客観的、定量的に把握させ、以降の自分たちの研究改善に活かす活動

に活用している。大会で入賞したいからルーブリックで高得点できるように努めるこ

とが自体、グローバル・リーダーの基礎力を伸ばすことに繋がるのである。 

 

 ウ 今年度の生徒のメタ認知の力の伸び 

本校は中間発表会、領域別発表会とルーブリック評価を２回受けることができ、さら

に代表班は１２月の本発表会と計３回のルーブリック評価を受けることができる。     

中間発表会から領域別発表会の間は、１年生は約１ヶ月、２年生は約２ヶ月と、超短

期スパンで振り返理活動を行った。ルーブリックの結果を生徒たちにすぐにフィード

バックすることで、成績をつけるための評価ではなく、生徒たち自身が、自分たちの研

究の状況を自己評価する機会とすることができた。 

 

 エ（例）12月 13 日の代表発表会における高１、高２の各代表３班（ずつ）のルーブリッ

ク集計結果 

 

   ルーブリックの結果を、中間発表

会、領域別発表会（本発表会）の２

回、各班にフィードバックした。 

   今年度は１年生の研究水準が充

実し、２年生の平均（３つの代表班）

以上に高い評価を頂いた。次年度の

さらなる成果が楽しみである。 
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オ 各班には、大学教員などの専門家、高校教員、一般の方、また下の表では省略した

が同級生からの相互評価からの記述式アドバイスも頂いた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ ＳＧＨ事業の成果の普及・啓発と関連して 

   栃木県内の他校でも、地域と連携を進めて課題研究を進める活動に取り組む事例

は年々増えている。しかし「連携」ありきで、必ずしも「どのような力」を「どこま

で伸ばすか」、という評価規準の明確化が、まだ整理されていない印象を受けている。

本来指導と評価は両輪であるはずである。そのような中で、本県唯一のＳＧＨとして、

本校のルーブリックを十分に活用する生徒のＰＤＣＡ活動は、着実に実績を挙げて

いる。ルーブリックを活用した評価活動を、本校から発信して、少しずつ県内の諸学

校に普及・啓発していきたいと希望している。 


